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平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  
 
 

学 校 名 高山市立国府小学校 

実 施 期 間 平成２６年１０月５日（日）～１２月１３日（土） 

 

実 施 概 要 

①６年生による総合的な学習の時間での劇発表 
②５年生の総合的な学習の時間での親子体験活動 
③４年生の町の芸能公演への参加 
④４年生の福祉施設への訪問 
⑤３年生の地域農業祭りへの参加 
⑥町の文化展への作品出品 

 

実 施 内 容 

 学習・取組の分野 
  □自然   ☑歴史   ☑文化   ☑産業   □その他 

 公開の方法 
  □授業公開 ☑成果発表 ☑交流活動 □講演会等 
 
  ☑地域行事等参加 ☑その他 

来 校 者 数 

保 護 者  約２２０ 人 
計 約７２０ 人 

地域関係者  約５００ 人 

 

実 施 状 況 

① 「大原騒動」で地域の農民たちを代表して駕篭訴をした２名を中心にし
た劇をつくり、学年の保護者に公開をした。 

② 地域の方の協力を得ておこなった「稲作り」のまとめとして、親子での
餅つきや花もち作りを実施した。花もちについては、地域の公共施設な
どへ届けた。 

③ 市の音楽会に出場した４年生は、地域の芸能公演へも参加し、保護者の
方や地域の方に練習の成果を発表した。 

④ 総合的な学習の時間のテーマである「福祉」に関わり、地域のデイサー
ビスセンターで利用者の方への合唱の披露や「ふるさと」を一緒に歌う
などの交流をおこなった 

⑤ 地域の伝統的な季節毎の料理を歌にした「ばあちゃん弁当の歌」を作詞
作曲者より指導を受け、当日会場に於いて保護者や地域の方に披露し
た。 

⑥ １．２年生は図画、３年生以上は習字を町の文化展に１人１点出品し２
日間にわたり保護者や地域の方に学習の成果を披露した。 

 

成果及び課題 

・児童が郷土の歴史や文化、産業などについて学ぶ機会となった。 

・児童が地域の方とつながったり、郷土について興味関心を高めたりする
ことができた。 

・保護者、地域の方へ学校の教育活動を公開することで理解が高まった。 

・地域の人材を活用することができた。 

・継続した取組や、より一層、郷土についての学習を進めていく。 

・３～６年生以外の活動についての検討を進める。 

  
 


